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●
全
国
第
二
位
と
な
っ
た
横
浜
の
人
口

　
昭
和
五
三
年
五
月
、
横
浜
市
の
人
口
は
二
七
一
万
四
、
九
六
六
人

と
な
り
、
大
阪
市
を
抜
い
て
東
京
都
に
続
く
全
国
第
二
位
の
大
都
市

と
な
っ
た
（
図
２
－
１
）
。
こ
れ
に
対
し
細
郷
市
長
は
、
「
特
に
感

想
と
し
て
申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い
が
、
立
ち
遅
れ
て
い
る
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
、
市
政
に
対
し
て
の
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て
感
じ

て
い
る
。
こ
れ
を
機
会
に
横
浜
市
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
盛
り
上

げ
、
潤
い
と
落
ち
着
き
の
あ
る
街
づ
く
り
に
努
力
し
て
行
き
た
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
人
口
が
都
市
の
力
で
あ
る
と
し
て
誇
れ
た
時
代
は

過
ぎ
去
り
、
む
し
ろ
道
路
、
下
水
、
公
園
、
病
院
な
ど
の
都
市
生
活

に
必
要
な
施
設
の
整
備
が
、
人
口
急
増
に
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、

人
的
資
源
が
豊
富
で
、
都
市
に
活
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

バ
ラ
ン
ス
良
く
発
展
す
れ
ば
、
都
市
と
し
て
さ
ら
に
発
展
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
秘
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
市
に
と
っ
て
、
都
市



図2－1　人口の推移2
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横
浜
市
民
の
す
が
た

施
設
の
整
備
と
人
口
の
伸
び
と
を
、
ど
う
調
和
さ
せ
る
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

　
人
口
増
加
の
過
程
を
ふ
り
か
え
る
と
、
高
度
経
済
成
長
期
の
昭
和

四
三
年
～
四
六
年
に
か
け
て
は
、
毎
年
一
〇
万
人
前
後
の
人
口
増
加

を
続
け
て
き
た
が
、
人
口
抑
制
策
の
浸
透
と
、
経
済
活
動
の
低
下
等

に
よ
り
、
順
次
増
加
の
傾
向
は
緩
や
か
と
な
っ
た
。
昭
和
五
二
年
の

一
年
間
で
は
、
わ
ず
か
に
三
万
六
、
六
〇
〇
人
の
増
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
人
口
増
加
の
要
因
は
、
か
つ
て
は
、
他
都
市
と
の
人
の
移
動
に
よ

る
社
会
増
が
、
図
２
－
２
に
示
す
よ
う
に
大
き
な
割
合
を
占
め
て
き

図2―2　人口増加の要因
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た
が
、
昭
和
四
七
年
を
さ
か
い
と
し
て
、
そ
の
基
調
に
変
化
を
き
た

し
た
。
出
生
と
死
亡
の
差
、
す
な
わ
ち
自
然
増
が
人
口
増
加
の
主
要

因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
過
去
最
大
の
社
会
増
加
を
示
し
た
昭
和
四

五
年
に
は
、
社
会
増
の
人
口
が
六
万
七
、
二
〇
〇
人
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
五
二
年
に
は
、
わ
ず
か
に
三
、
四
〇
〇
人
と
、
そ
の
五
％
に
す

ぎ
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
九
年
～
五
二
年
の
四
年
間
の
社
会

増
の
総
数
は
三
万
六
、
四
〇
〇
人
で
、
昭
和
四
五
年
～
四
八
年
の
四

年
間
の
二
〇
％
に
も
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
自
然
増
は
、

図2－3　年齢別人口構成

年
間
三
～
四
万
人
で

推
移
し
て
き
て
い
る
。

　
次
に
、
本
市
の
年

齢
構
成
に
つ
い
て
み

て
み
よ
う
。
図
２
－

３
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
若
年
層
が
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
生

産
年
齢
人
口
と
言
わ

れ
る
一
五
歳
～
六
四

歳
の
人
口
の
総
人
口

に
占
め
る
割
合
は
、

漸
減
し
て
き
て
お
り
、
年
少
人
口
（
一
四
歳
以
下
）
と
老
齢
人
口

（
六
五
歳
以
上
）
が
微
増
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
均
年
齢
も

高
く
な
り
、
昭
和
五
〇
年
の
国
勢
調
査
で
は
三
〇
歳
を
超
え
て
、
国

の
平
均
年
齢
三
二
・
五
歳
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
年
少
人
口
の
増
加

は
、
保
育
・
教
育
関
係
費
を
増
や
し
、
さ
ら
に
将
来
の
人
口
の
自
然

増
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
も
あ
る
。
ま
た
老
齢
人
口
の
増
加
は
、
確

実
に
進
行
し
て
い
る
。

●
都
心
の
空
ど
う
化
と
周
辺
の
開
発

　
こ
の
よ
う
に
、
人
口
は
い
ぜ
ん
膨
張
を
続
け
て
い
る
が
、
す
べ
て

図2―4　区別人口（49年，52年）



の
行
政
区
で
一
律
に
増
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
四
年
間

に
横
浜
市
の
人
口
は
一
八
万
五
千
人
増
加
し
て
い
る
が
、
図
２
｜
４

に
示
す
よ
う
に
、
都
心
部
の
鶴
見
区
、
西
区
、
中
区
、
南
区
の
四
区

で
は
、
自
然
増
加
人
口
が
、
社
会
減
少
人
口
に
追
い
つ
か
ず
、
東
京

都
や
大
阪
市
の
よ
う
に
、
人
口
の
減
少
を
き
た
し
て
い
る
。
一
方
、

人
口
増
加
の
激
し
い
行
政
区
は
、
港
南
区
、
緑
区
、
戸
塚
区
で
、
こ

の
三
区
で
増
加
人
口
の
七
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
市
平
均
の
人

口
密
度
は
、
一
ｋ
㎡
当
た
り
六
、
四
〇
〇
人
（
昭
和
五
二
年
十
月
現
在
）

で
あ
る
が
、
南
区
の
一
万
五
、
六
〇
〇
人
を
最
高
に
、
中
区
で
も
一

万
人
を
こ
え
て
い
る
。
周
辺
区
の
緑
区
（
三
、
三
〇
〇
人
）
、
戸
塚
区

（
四
、
七
〇
〇
人
）
で
は
ま
だ
低
く
、
行
政
区
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
の
人
口
が
減
少
し
、
郊
外
部
の
人
口
が

急
激
に
増
加
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
」
が
な

お
進
行
し
て
い
る
。

　
以
上
の
結
果
を
総
括
的
に
見
る
と
、
横
浜
市
の
人
口
は
。
な
お
膨

張
を
続
け
て
い
る
が
、
高
度
経
済
成
長
期
の
よ
う
な
他
都
市
か
ら
の

転
入
に
よ
る
爆
発
的
な
人
口
増
加
は
鎮
静
化
に
向
か
い
、
こ
こ
数
年
、

自
然
増
に
よ
る
緩
や
か
な
微
増
傾
向
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

昭
和
五
三
年
に
お
け
る
市
民
の
移
動
状
況
を
見
て
み
る
と
、
転
入
者

一
六
万
三
千
人
、
転
出
者
一
五
万
九
千
人
、
市
内
の
移
動
者
八
万
五
、
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六
〇
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
一
年
間
に
四
〇
万
八
千
人
移
動
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
市
内
総
人
口
の
約
一
五
％
に
あ
た

る
。

●
就
業
者
の
二
割
は
東
京
へ

　
横
浜
市
民
で
、
職
業
に
就
い
て
い
る
人
は
、
昭
和
五
〇
年
の
国
勢

調
査
に
よ
る
と
一
一
八
万
四
千
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
五
歳
以
上

の
市
民
の
約
六
割
が
就
業
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
就
業
先
は
、

図
２
｜
５
に
示
す
よ
う
に
、
農
林
・
漁
業
と
い
っ
た
一
次
産
業
に
は

ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
り
、
建
設
業
・
製
造
業
と
い
っ
た
二
次
産
業
へ

図2－5　就業者の産業別構成
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四
割
の
人
が
、
卸
売
業
・
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
三
次
産

業
へ
六
割
弱
の
人
が
就
業
し
て
い
る
。
昭
和
四
五
年
と
比
べ
る
と
、

製
造
業
の
就
業
者
が
減
り
、
卸
売
業
・
小
売
業
の
就
業
者
が
増
え
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
二
次
産
業
の
減
少
、
三
次
産
業
の
増
加
と
い
う
変

化
が
見
ら
れ
る
。

　
毎
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
混
雑
は
慢
性
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
市
内
か
ら
東
京
へ
の
通
勤
・
通
学
者
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
横
浜

市
か
ら
東
京
へ
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
毎
日
通
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

図2－6　流入，流出人口（50年）

昭
和
五
〇
年
に
は
、
東
京
へ

の
通
勤
・
通
学
者
の
数
は
三

一
万
人
と
、
地
方
の
中
核
都

市
の
市
民
が
そ
っ
く
り
東
京
へ
移
動
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

逆
に
東
京
か
ら
横
浜
へ
の
通
勤
・
通
学
者
は
六
万
人
と
ほ
ん
の
わ
ず

か
で
あ
る
。
就
業
者
に
限
っ
て
み
る
と
、
東
京
へ
の
通
勤
者
は
二
六

万
人
で
、
横
浜
市
の
全
就
業
者
の
二
〇
％
強
に
あ
た
る
。
こ
の
現
象

は
、
田
園
都
市
線
沿
線
の
緑
区
、
東
横
線
沿
線
の
港
北
区
で
顕
著
に

現
わ
れ
、
就
業
者
の
三
五
％
前
後
の
人
が
東
京
へ
通
勤
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
都
市
間
移
動
の
た
め
、
横
浜
市
の
夜
間
人
口
一
○
○
に

対
す
る
昼
間
人
口
の
比
率
は
、
九
〇
・
六
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
昼
間
の
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
は
、
大
都
市
に
お
い
て
は
特
異

な
現
象
で
あ
り
、
十
大
都
市
の
う
ち
で
は
、
川
崎
市
を
除
い
て
は
な

い
（
一
二
一
頁
、
図
4
|
4
1
）
。
横
浜
市
や
川
崎
市
が
、
東
京
の
べ

図2－7　地目別土地面積（52年）

図2－8　地目別宅地面積（52年）



ッ
ド
タ
ウ
ン
的
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
東
京
の
昼
夜
間
人
口
の
比
は
一
二
四
と
な
っ
て
い
る
。

横
浜
の
都
市
の
す
が
た

2
6
　
横
浜
の
都
市
の
す
が
た

図2－9　開発許可件数，面積

●
全
市
域
の
二
六
％
は
住
宅
地

　
横
浜
市
の
市
域
面
積
は
四
二
六
ｋ
㎡
あ
る
。
昭
和
五
三
年
五
月
現
在
、

八
一
万
五
千
世
帯
、
二
七
一
万
五
千
人
が
こ
の
区
域
内
に
住
み
、
生

活
を
し
て
い
る
。
昭
和
五
二
年
一
月
の
課
税
台
帳
に
よ
れ
ば
、
市
域

の
約
七
〇
％
の
二
九
六
ｋ
㎡
が
、
住
宅
、
工
場
、
商
店
、
あ
る
い
は
農

業
に
と
市
民
、
企
業
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
三
〇
％
が
、

道
路
、
学
校
、
公
園
等
の
公
共
用
地
、
あ
る
い
は
医
療
機
関
、
幼
稚

園
等
に
利
用
さ
れ
、
課
税
対
象
外
の
土
地
と
な
っ
て
い
る
。
課
税
対

象
と
な
っ
て
い
る
土
地
の
地
目
別
の
割
合
は
、
図
２
－
７
に
示
す
よ

う
に
、
住
宅
、
工
場
、
商
店
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
「
宅
地
」
が
一

五
二
ｋ
㎡
と
五
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
田
畑
、
山
林
と
い
っ
た
自
然

状
況
の
土
地
は
四
割
し
か
な
い
。
こ
の
「
宅
地
」
の
う
ち
七
割
以
上

の
一
一
〇
ｋ
㎡
が
宅
地
地
区
と
な
っ
て
お
り
、
工
業
地
区
は
二
割
、
商

業
地
区
は
わ
ず
か
に
四
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
－
８
）
。

　
昭
和
四
九
年
か
ら
の
四
年
間
に
、
宅
地
が
一
二
・
八
ｋ
㎡
増
加
し
た

が
、
今
後
も
宅
地
が
増
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
図
２
－
９
は
、
横
浜

市
建
築
局
が
千
㎡
以
上
の
開
発
行
為
に
与
え
た
許
可
件
数
と
そ
の
面

積
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
す
で
に
宅
地
で
あ
っ
た
土
地
の
区
画
形
質

を
再
度
変
え
る
も
の
も
含
む
の
で
、
必
ず
し
も
田
畑
、
山
林
の
み
が

減
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
宅
地
開
発
の
傾
向
が
把
握
で
き
る
。
昭
和

四
七
年
か
ら
開
発
面
積
は
急
激
に
増
え
た
が
、
五
〇
年
、
五
一
年
と

や
や
鈍
っ
た
。
し
か
し
、
五
二
年
に
な
る
と
三
二
〇
㌶
と
急
増
し
、

ま
だ
宅
地
開
発
の
波
は
鎮
静
化
し
て
は
い
な
い
と
み
ら
れ
る
（
図
２

－
９
）
。


